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EANETの調査研究活動の事例

1．低価格モニタリング手法の開発
EANETのモニタリング活動は、対象とする地域の広大さに比較して、地点数は限られており、また、地点によっ
ては測定項目も十分とは言えません。この原因の一つとして、開発途上国では高価な自動測定法の実施が困
難なことが挙げられ、問題解決に向けて、パッシブ法等の低コストモニタリング手法の採用が検討されました。同
法は欧米や日本では実績があるものの、自動測定法等に比較して気象条件の影響を受けるため、多様な気候
帯を含むEANET地域において高品質データを供給し得るか否かを欧米等における実績から判断することが困
難であったことから、EANET地域内の代表
的な気象条件の地域（中国：重慶、日本：
新潟巻、ロシア：イルクーツク他、タイ：バ
ンコク）において自動測定法等との並行観
測を行い、パッシブ法の有効性が確認さ
れ、その後のEANETモニタリングに生かさ
れています。　

2. 集水域の物質収支研究
大気沈着の生態系影響を定量的に評価するためには、大気、土壌、植生、陸水等の生態系の構成要素を個別
に見るのではなく、これらを包括する生態系内における生物地球化学的物質循環・挙動を考慮した総合モニタリ
ング手法が求められており、小集水域を単位とした物質収支解析は、そのための有効な手法と考えられていま
す。EANETでは、本手法の確立のため、物質収支研究を、日本（新潟県加治川試験地）、タイ（ナコンラチャシマ
県サケラート試験地）、マレーシア（サバ州タワウ省ダナンバレー試験地）で推進してきました。我が国において
は、環境省越境大気汚染・酸性雨長期モニタリング計画により、岐阜県伊自良湖で集水域モニタリングが既に
開始されています。これらの研究成果や経験を基に、集水域モニタリングのガイドラインが2010年のEANET科学
諮問委員会で承認され、フィリピンのメトロマニラ首都圏にあるラ・メッサ流域でも新たにモニタリングが開始され
ています。今後、集水域モニタリングと関連物質収支研究を基にした影響評価モデルの開発とそれを用いた評
価が期待されています。
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